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腺癌との複合像を示した胆嚢カルチノイドの 1例
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1 . 緒 言

胆嚢のカルチノイ ド腫瘍はきわめてまれでその発生

起源は興味深い。最近われわれは胆嚢癌 と診断し,切

除後の組織所見でカルチノイ ドと分化型腺癌が混在 し

た胆嚢腫瘍であった 1例 を経験 したので,若 干の文献

的考察を加えて報告する。

2 . 症 例

患者 i46歳,女 性,主 婦.

主訴 :右季肋部痛 と背部痛.

既往歴 123歳,虫 垂切除.

家族歴 t特記することはない。

現病歴 !昭和61年8月 7日右季肋部から背部へかけ

ての病痛様発作と発熱があり,近 医に入院した.抗 生

剤 と鎮痛剤の投与を受け症状は軽快したが,胆 道造影

で胆嚢造影陰性のため,胆 石胆襲炎の疑いで, 8月 22

日当院に紹介され入院した,

現症 !栄養は良好で貧血,黄 痘はなく,血 圧,脈 拍,

体温は正常で,胸 部理学所見にも異常はなかった。腹

部は右季肋部に3×3cm大 の軟 らかい圧痛のある腫瘤

を触知 したが,肝 ,牌 は触知しなかった。下痢,喘 息

発作,顔 面紅潮などのカルチノイ ド症状はみ られな

かった,

入院時検査所見 :末浦血所見には異常はなかった

が,生 化学所見ではAlk、P6361U/′,γ‐GTP 2911U/

′,GOT 1621U/′,GPT 4591U/′, と異常値がみられ
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た。Carcinoembryonic antigen(CEA),2‐ fetOprotain

は正常値であった。胸部X線 ,心 電図,肺 機能,腎 機

能も正常であった。腹部超音波検査では胆嚢壁の肥厚

と内部の腫瘤様陰影を認め,内 視鏡的逆行性胆管膵管

造影により胆嚢体部から底部にかけて不整な陰影欠損

がみられた。腹部 computed tomographyで は肝内に

異常はなかったが,胆 嚢頭部から体部にかけて腫瘍陰

影を認め,造 影剤によるenhanceが あり(図 1),肝 動

脈造影では同部に一致して著明な血管新生 と腫易濃染

を認めた。

手術所見 :胆嚢癌の診断で昭和61年9月 10日手術を

施行した。開腹所見では腹水はなく胃,膵 ,膵 は正常

であった。胆裏は頭部から体部にかけて鶏卵大,灰 白

色,充 実性で,弾 性硬の腫瘤があ り,肝 床部への浸潤

はなかったが,肝 の S4領域に1.5×1.Ocm大 の転移巣

を認めた.肝 は転移巣を含めた肝床部楔状切除し,胆

嚢を摘出し,際 頭後部および肝十二指陽靭帯内 リンパ

節の郭清を行った。

切除標本所見 :胆襲頭部から体部に4.0×4.0×2.5

cm大 の内腔へ隆起する腫瘤があ り,内 腔面には漬瘍

がみられ Bbrrlnan 2様の形状であった。割面は灰白色

で,胆 石は認めなかった (図2).

組織学的所見 :腫瘍組織の大部分では大型核,裸 核

状の未分化な腫瘍細胞が充実性,島 状に配列し,密 に

増殖 しているのがみられた(図3)。 強拡大では腫瘍細

胞がところどころ リボン状に配列 し,場 所によっては

花 冠 状 の 配 列 も み られ た ( 図4 ) . 銀親 和 性

(Argentattn)染色は陰性であったが,好銀性(Argyro‐
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図 1 腹 部 CT像 (左 1単純,右 1造影)

図2 切 除標本,胆 嚢頭部から体部へかけて隆起性の

腫場がみられ中心部に漬瘍形成をみる。

図 3 病 理組織像(HE染 色,×40).腫瘍組織の大部分

に未分化な腫瘍細胞が密に増殖している。

phyl)染色ではところどころ腫瘍細胞内に黒褐色の陽

性顆粒がみられた(図5).以 上の所見よリカルチノイ

ドと診断した。肝転移部の腫瘍 も同様であった。一方
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図 4 病 理組織像 (HE染 色,×200).腫瘍細胞が リポ

ン状,花 冠状に配列している。

図5 病 理組織像(Argyrophil染色,×400).腫瘍細胞

内に陽性顆粒がみられる。

図 6 胆 襲内腔面病理組織像 (HE染 色,×100).カル

チノイ ドと腺癌が互いに移行しているようにみえ

る。

胆嚢内腔面のところどころに大小の腺管を形成する分

化型腺癌像がみられ, カルチノイ ド部分と混在してい
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た.カ ルチノイ ドの増殖部分の中にも明らかな粘液化

とともに一層の腺管上皮をもつ腺癌像がみられ互いに

移行 している所があ り (図 6),こ の部分にAlcian‐

Blue‐PAS染 色で淡青色の粘液が認められた。胆嚢管

リンパ節の転移は小型腺管を形成する腺癌の転移でカ

ルチノイ ドの要素はみられなかった。

術後経過 :術後第 8日 目より5Fu 250mgを 連 日7

日間静と,計 1,750mg投与 し,以後内服で200mg/日を

続けた。術後第21日目で退院し外来で経過観察 したが,

尿中5‐HIAA,血 中5,HT,CEAは いずれも正常値で

あった。

3 . 考 察

カルチノイ ド腫瘍は消化管および肺 。気管支に発生

するものが多 く,曽 我1)による本邦 カルチノイ ド腫瘍

1,342例の分析では直腸328例(24.4%),肺 ・気管支289
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all(21.5%)虫垂75例(56%),胸 腺・縦隔69例(5.1%)

であ り胆嚢 ・胆道系に発生した例は肝原発のものを除

き14例(1.0%)と まれである。胆嚢カルチノイ ドの報

告は1929年Joel力に始まり,わ れわれの検索では欧米

で20例,本 邦では本例が15例目である(表 1)。 これま

での報告例を総括すると,年 齢は26歳から84歳にみら

れるが60歳台に多 く,男 女比は15t19(不 明 1)で や

や女性に多い。臨床症状として最も多いのは上腹部痛

で,い わゆるカルチノイ ド症状の出現はまれでありそ

の有無の記載があった報告18例の うちわずか 3例 であ

る。胆石の合併は30例の報告の うち14例にみられる.

診断は全例切除術後または剖検の組織所見からなされ

てお り,術 前に診断しえた症例はない。術前診断は胆

石症あるいは胆嚢癌 とされているものが多く,各 種画

像診断でも胆嚢癌 と鑑別することはきわめて困難であ
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る。予後は胆嚢癌 と診断されそれに応 じて切除された

症例に比較的長期の生存が得られているようだが, 1

年以上生存した症例は 9例 であり,術 式の内わけは単

純胆摘 6例 ,拡 大胆摘 2例 ,胆 摘十肝左葉切除 1471で

ある,単 純胆摘された 6例 の胆襲壁内深達度はすべて

ss以下で,い ずれにも肝床部浸潤はなく,遠 隔転移の

あったものは 1例 のみである。拡大胆摘された 2例 の

うち 1例 は肝床部浸潤を認めているが遠隔転移はな

く,他 の 1例 は深達度 ssで遠隔転移,肝 床部浸潤 とも

にない。肝左葉を合併切除された 1例 は遠隔転移が肝

左葉にのみみられたものである.総 じて遠隔転移や肝

床部浸潤の有無,胆 嚢壁内深達度および術式の選択に

予後が関与するという点で胆襲癌に似ている。

今回われわれの経験 した 1例 は腺癌 との複合像を示

しているが,1967年 Batesりは大腸に発生したカルチノ

イ ドと腺癌の複合腫瘍を初めて報告しcomposite car―

cinoid tunorと している。胆襲原発のものとしては

1972年にWisniewskiりが初めて報告し,最 近本邦でも

次々と報告され本例は 6例 目となる。胆嚢原発の com‐

posite carcinoid tulnorの発生に関して Wisniewski,

Wada9,Mutoら 9は,両腫瘍成分が共通の前駆細胞か

ら同時に 2方 向性に発育したものであると報告 してい

る.ま た回武のはヵルチノイ ドと腺癌が胆嚢内に独立

して存在した 1例 を報告しているが, これらの発生母

地 として腸上皮化生巣の存在を指摘してお り,両 腫瘍

が複合していなくとも発生起源が同一であるという見

解を支持している。

本例でもカルチノイ ドの増殖部位に一部腺癌像を認

め互いに移行している所見がみられるが,肝 にはカル

チノイ ドの転移,胆 嚢管 リンパ節には腺癌の転移が

別々にみられ両腫場が独立しながらも発生段階におい

ては共存しているような印象を受ける。

Composite carcinoid tumorの発生に関しては推論
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の域にとどまるが,両 腫場の発生,分 化は興味深 く,

今後症例の集積 とともに解明されるべ き重要な問題で

ある.

4 . 結 語

きわめてまれな腺癌 との複合像を示 した胆襲 カルチ

ノイ ドの 1例 を報告するとともに過去の報告34例に自

験例を加えて,若 子の考察をこころみた.
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